
平成１５年９月１７日 製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

ゲーム用筐体 

 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 ゲームセンター等に置かれるゲーム用の筐体であるが、他のマスター機から映

像信号を受信するとともに、ボタン操作により操作信号を出力する。本筐体は構

造上マスター機から独立しており、ＣＰＵ等が組み込まれたゲーム基板を有して

いない。 

 

○構造、仕様、意匠 

 構造・仕様的には、次の２例がある。 

①外観上は一般のゲーム機と同様で、モニター、操作部、信号Ｉ/０部で構成

され、これらに電源を供給する電源コードを有しているもの。 

②上記①に加えてゲーム基板用スロット及びこれを動作させる電源ユニット

を有し、単独でゲーム機として使用することができるもの。 

 

○主な使用者、販売先 

 ゲームセンター等 

 

 

２ 対象・非対象の解釈 

  

①は、非対象として取り扱う。 

 

②は、特定電気用品以外の電気用品中、電子応用機械器具の「電子応用遊戯器具

として取り扱う。 

 

（理由） 

 ①については、マスター機（親機）と接続することにより初めてゲーム機とし

ての機能を有するものであり、単独の製品としては機能しえないものであること

から、いわゆる半完成品であるといえ非対象として取扱うことが妥当と判断する。

 ②については、オプションであるゲーム基板を挿入することによりゲーム機と

して単独使用できるように設計・製造されたものであることから、「電子応用遊

戯器具」として取り扱うのが妥当と判断する。 

 

（参考図次頁） 

電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 



（参考図） 
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